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アラートの管理

特定のイベントまたは特定の重大度タイプのイベントが発生したときに自動的に通知を
送信するアラートを設定できます。アラートをスクリプトに関連付けて、アラートがト
リガーされたときにスクリプトが実行されるようにすることもできます。

アラートとは

イベントが継続的に発生している状況では、イベントが指定したフィルタ条件を満たす
場合にのみ、 Unified Manager はアラートを生成します。アラートを生成するイベント
を選択できます。たとえば、スペースのしきい値を超えた場合やオブジェクトがオフラ
インになった場合などです。アラートをスクリプトに関連付けて、アラートがトリガー
されたときにスクリプトが実行されるようにすることもできます。

フィルタ条件には、オブジェクトクラス、名前、またはイベントの重大度が含まれます。

アラート E メールに含まれる情報

Unified ManagerのアラートEメールには、イベントのタイプ、イベントの重大度、イベ
ントを原因 で通知するために違反したポリシーの名前、およびイベントの概要 が記載さ
れています。また、 UI でイベントの詳細ページを確認できるように、各イベントのハイ
パーリンクも E メールメッセージ内に記載されています。

アラート E メールは、アラートを受け取るようにサブスクライブしているすべてのユーザに送信されます。

パフォーマンスカウンタ原因や容量の値が収集期間内に大きく変わった場合、同じしきい値ポリシーに対して
重大イベントと警告イベントの両方が同時にトリガーされることがあります。この場合、警告イベント用と重
大イベント用の E メールが 1 通ずつ届きます。これは、 Unified Manager では、警告と重大のしきい値違反
に対するアラートを受信するように個別に登録できるためです。

Unified Manager 7.2以降にアップグレードすると、イベントやアラートのURLが変更され、古
いバージョンのUnified Managerから送信されたEメールに記載されたイベントやアラートのリ
ンクは機能しなくなります。

アラート E メールの例を次に示します。
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アラートの追加

特定のイベントが生成されたときに通知するようにアラートを設定できます。アラート
は、単一のリソース、リソースのグループ、または特定の重大度タイプのイベントにつ
いて設定することができます。通知を受け取る頻度を指定したり、アラートにスクリプ
トを関連付けたりできます。

作業を開始する前に

• イベントが生成されたときにUnified Managerサーバからユーザに通知を送信できるように、通知に使用す
るユーザのEメールアドレス、SMTPサーバ、SNMPトラップホストなどを設定しておく必要があります。

• アラートをトリガーするリソースとイベント、および通知するユーザのユーザ名または E メールアドレス
を確認しておく必要があります。

• イベントに基づいてスクリプトを実行する場合は、Management/Scriptsページを使用してUnified

Managerにスクリプトを追加しておく必要があります。

• OnCommand 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

このタスクについて

イベントを受け取った後は、イベントの詳細ページから直接アラートを作成できます。また、ここで説明する
構成/アラートページからアラートを作成することもできます。
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手順

1. 左側のナビゲーションペインで、構成>*警告*をクリックします。

2. [設定/アラート]ページで、[*追加]をクリックします。

3. [ * アラートの追加 * ] ダイアログボックスで、 [ * 名前 * ] をクリックし、アラートの名前と概要を入力し
ます。

4. [* リソース ] をクリックし、アラートに含めるリソースまたはアラートから除外するリソースを選択しま
す。

[ * 次を含む名前（ * Name Contains ） ] フィールドでテキスト文字列を指定してフィルタを設定し、リソ
ースのグループを選択できます。指定したテキスト文字列に基づいて、フィルタルールに一致するリソー
スのみが使用可能なリソースのリストに表示されます。指定するテキスト文字列では、大文字と小文字が
区別されます。

あるリソースが対象に含めるルールと除外するルールの両方に該当する場合は、除外するルールが優先さ
れ、除外されたリソースに関連するイベントについてはアラートが生成されません。

5. [*Events] をクリックし、アラートをトリガーするイベント名またはイベントの重大度タイプに基づいてイ
ベントを選択します。

複数のイベントを選択するには、 Ctrl キーを押しながら選択します。

6. [*Actions] をクリックし、通知するユーザを選択し、通知頻度を選択し、 SNMP トラップをトラップレシ
ーバに送信するかどうかを選択し、アラートが生成されたときに実行するスクリプトを割り当てます。

ユーザに対して指定されている E メールアドレスを変更し、アラートを再び開いて編集し
ようとすると、変更した E メールアドレスが以前に選択したユーザにマッピングされてい
ないため、名前フィールドは空白になります。また、[Management/Users]ページで選択し
たユーザのEメールアドレスを変更しても、変更後のEメールアドレスは更新されません。

SNMP トラップを使用してユーザに通知することもできます。

7. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

アラートの追加例

この例は、次の要件を満たすアラートを作成する方法を示しています。

• アラート名： HealthTest

• リソース：名前に「 abc 」が含まれるすべてのボリュームを対象に含め、名前に「 xyz 」が含まれるすべ
てのボリュームを対象から除外する

• イベント：健全性に関するすべての重大なイベントを含みます

• アクション:「sample@domain.com」、「Test」スクリプトを含み、15分ごとにユーザーに通知する必要
があります

[Add Alert] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

1. [名前]をクリックし、と入力します HealthTest [アラート名]フィールドに入力します。
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2. [* リソース ] をクリックし、 [ 含める ] タブで、ドロップダウン・リストから [* ボリューム ] を選択しま
す。

a. 入力するコマンド abc 「* Name contains *」フィールドには、名前に「abc」が含まれるボリューム
が表示されます。

b. [使用可能なリソース（Available Resources）]領域から[\<リソース（\<<All Volumes whose name

contains 'abc'> >*）]を選択し、[選択したリソース（Selected Resources）]領域に移動する。

c. [除外する]をクリックし、と入力します xyz [名前に*が含まれています]フィールドで、[*追加]をクリ
ックします。

3. [* イベント ] をクリックし、 [ イベントの重要度 ] フィールドから [ クリティカル *] を選択します。

4. [Matching Events] 領域から [*All Critical Events] を選択し、 [Selected Events] 領域に移動します。

5. [アクション]をクリックし、と入力します sample@domain.com [これらのユーザーにアラートを送信]フ
ィールドに入力します。

6. 15 分ごとにユーザに通知するには、「 * 15 分ごとに通知する」を選択します。

指定した期間、受信者に繰り返し通知を送信するようにアラートを設定できます。アラートに対してイベ
ント通知をアクティブにする時間を決める必要があります。

7. 実行するスクリプトの選択メニューで、*テスト*スクリプトを選択します。

8. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

アラートの追加に関するガイドライン

アラートは、クラスタ、ノード、アグリゲート、ボリュームなどのリソース、および特
定の重大度タイプのイベントに基づいて追加できます。ベストプラクティスとして、重
要なオブジェクトが属するクラスタを追加したあと、それらのすべてのオブジェクトに
ついてのアラートを追加することを推奨します。

アラートを作成する際は、システムを効率的に管理できるように次のガイドラインと考慮事項を参考にしてく
ださい。

• Alert 概要の略

アラートを効果的に追跡できるように、概要をアラートに設定する必要があります。

• リソース

アラートが必要な物理リソースまたは論理リソースを決める必要があります。必要に応じて、リソースを
追加したり除外したりできます。たとえば、アラートを設定してアグリゲートを詳細に監視する場合は、
リソースのリストから必要なアグリゲートを選択する必要があります。

• イベントの重大度

イベントの重大度（重大、エラー、警告）ごとにアラートをトリガーするかどうかを決め、アラートをト
リガーする重大度を指定する必要があります。

• イベント名

生成されるイベントのタイプに基づいてアラートを追加する場合は、アラートが必要なイベントを決める
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必要があります

• アクション

通知を受信するユーザのユーザ名と E メールアドレスを指定する必要があります。通知のモードとして
SNMP トラップを指定することもできます。アラートが生成されたときに実行されるように、アラートに
スクリプトを関連付けることができます。

• 通知の頻度

指定した期間、受信者に繰り返し通知を送信するようにアラートを設定できます。アラートに対してイベ
ント通知をアクティブにする時間を決める必要があります。イベントが確認されるまでイベント通知を再
送する場合は、通知を再送する頻度を決める必要があります。

• スクリプトを実行します

アラートにスクリプトを関連付けることができます。スクリプトはアラートが生成されると実行されま
す。

パフォーマンスイベントのアラートを追加しています

パフォーマンスイベントのアラートは、 Unified Manager で受信する他のイベントと同
様に、イベントごとに個別に設定することができます。また、すべてのパフォーマンス
イベントを同じように扱い、同じユーザに E メールを送信する場合は、重大または警告
のパフォーマンスイベントがトリガーされたときに通知する共通のアラートを作成する
こともできます。

作業を開始する前に

OnCommand 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

このタスクについて

次の例は、レイテンシ、 IOPS 、および MBps のすべての重大イベントに対するイベントを作成する方法を示
しています。同じ方法で、すべてのパフォーマンスカウンタからイベントを選択したり、すべての警告イベン
トに対してイベントを選択したりできます。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、構成>*警告*をクリックします。

2. [設定/アラート]ページで、[*追加]をクリックします。

3. [ * アラートの追加 * ] ダイアログボックスで、 [ * 名前 * ] をクリックし、アラートの名前と概要を入力し
ます。

4. [* リソース ] ページでは、リソースを選択しないでください。

リソースを選択していないため、クラスタ、アグリゲート、ボリュームなど、何に対するイベントを受信
したかに関係なく、すべてのリソースにアラートが適用されます。
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5. [* Events （イベント） ] をクリックして、次の操作を実行します。

a. イベントの重大度リストで、 * クリティカル * を選択します。

b. [Event Name Contains]フィールドに、と入力します latency 次に、矢印をクリックして、一致する
すべてのイベントを選択します。

c. [Event Name Contains]フィールドに、と入力します iops 次に、矢印をクリックして、一致するすべ
てのイベントを選択します。

d. [Event Name Contains]フィールドに、と入力します mbps 次に、矢印をクリックして、一致するすべ
てのイベントを選択します。

6. [* アクション * ] をクリックし、 [ これらのユーザーに警告 ] フィールドで警告メールを受信するユーザー
の名前を選択します。

7. SNMP トラップの発行やスクリプトの実行など、このページの他のオプションを設定します。

8. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

ディザスタリカバリのデスティネーションボリュームをアラー
ト生成対象から除外します

ボリュームアラートを設定するときに、ボリュームまたはボリュームグループを識別す
る文字列をアラートダイアログボックスで指定できます。ただし、 SVM のディザスタ
リカバリを設定している場合は、ソースボリュームとデスティネーションボリュームの
名前が同じであるため、両方のボリュームについてアラートを受け取ることになりま
す。

作業を開始する前に

OnCommand 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

このタスクについて

ディザスタリカバリのデスティネーションボリュームに対するアラートを無効にするには、デスティネーショ
ン SVM の名前を含むボリュームを除外します。これは、ボリュームイベントの識別子にSVM名とボリューム
名の両方が「<svm_name> ：<volume_name> 」の形式で含まれているためです。

次の例は、プライマリSVM「vs1」上のボリューム「vol1」に対するアラートを作成し、SVM「vs1-dr」上の
同じ名前のボリュームにはアラートが生成されないようにする方法を示しています。

[Add Alert] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

手順

1. [* 名前 *] をクリックして、アラートの名前と概要を入力します。

2. [* リソース（ * Resources ） ] をクリックし、 [* 含める * （ * Include * ） ] タブを選択します。

a. ドロップダウンリストから「* Volume 」を選択し、と入力します vol1 名前に「」が含まれているボ
リュームを表示するには、「*」フィールドを使用します。

b. *を選択します[All Volumes whose name contains 'vol1']*使用可能なリソース*領域から、*選択したリ
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ソース*領域に移動します。

3. [除外]タブを選択し、[ボリューム]を選択して、と入力します vs1-dr [名前に*が含まれています]フィール
ドで、[*追加]をクリックします。

これにより、SVM「vs1-dr」上のボリューム「vol1」に対してアラートが生成されることはなくなりま
す。

4. 「 * Events 」をクリックして、ボリュームに適用するイベントを選択します。

5. [* アクション * ] をクリックし、 [ これらのユーザーに警告 ] フィールドで警告メールを受信するユーザー
の名前を選択します。

6. SNMP トラップを発行してスクリプトを実行するために、このページの他のオプションを設定し、 *

Save * をクリックします。

アラートのテスト

アラートをテストして、アラートが正しく設定されていることを確認できます。イベン
トがトリガーされるとアラートが生成され、設定した受信者にアラート E メールが送信
されます。テストアラートを使用して、通知が送信されるかどうか、およびスクリプト
が実行されるかどうかを確認できます。

作業を開始する前に

• 受信者の E メールアドレス、 SMTP サーバ、 SNMP トラップなどの通知を設定しておく必要がありま
す。

Unified Manager サーバはこれらの設定を使用して、イベントが生成されたときにユーザに通知を送信し
ます。

• スクリプトを割り当てて、アラートが生成されたときに実行するようにスクリプトを設定しておく必要が
あります。

• OnCommand 管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、構成>*警告*をクリックします。

2. [設定/アラート]ページで、テストするアラートを選択し、[テスト]をクリックします。

アラートの作成時に指定した E メールアドレスにテストアラート E メールが送信されます。

アラートの表示

構成/アラートページでは、さまざまなイベントに対して作成されたアラートのリストを
表示できます。アラートのプロパティとして、アラート概要、通知の方法と頻度、アラ
ートをトリガーするイベント、アラートの E メール受信者、クラスタ、アグリゲート、
ボリュームなどの影響を受けるリソースなどを表示することもできます。
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作業を開始する前に

オペレータ、OnCommand 管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、構成>*警告*をクリックします。

アラートのリストは、[構成/アラート]ページに表示されます。

アラートの編集

関連付けられているリソース、イベント、受信者、通知オプション、通知頻度など、ア
ラートのプロパティを編集することができます。 および関連するスクリプト。

作業を開始する前に

OnCommand 管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、構成>*警告*をクリックします。

2. [設定/アラート]ページで、編集するアラートを選択し、[*編集]をクリックします。

3. ［ * アラートの編集 * ］ ダイアログボックスで、名前、リソース、イベント、アクションの各セクション
を編集します。 必要に応じて。

アラートに関連付けられているスクリプトについては、変更と削除が可能です。

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

アラートの削除

不要になったアラートを削除できます。たとえば、特定のリソースが Unified Manager

の監視対象でなくなった場合、そのリソースに対して作成されたアラートを削除できま
す。

作業を開始する前に

OnCommand 管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、構成>*警告*をクリックします。

2. [設定/アラート]ページで、削除するアラートを選択し、[*削除]をクリックします。

3. [ はい ] をクリックして、削除要求を確定します。
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概要のアラートウィンドウとダイアログボックス

[Add Alert] ダイアログボックスを使用して、イベントに関する通知を受信するようにア
ラートを設定する必要があります。アラートのリストは、[設定/アラート]ページにも表
示されます。

設定/アラートページ

設定/アラートページには、アラートのリストが表示され、アラート名、ステータス、通
知方法、通知頻度に関する情報が表示されます。また、このページでアラートを追加、
編集、削除、有効化、無効化することもできます。

OnCommand 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

コマンドボタン

• * 追加 * 。

アラートの追加ダイアログボックスが表示され、新しいアラートを追加できます。

• * 編集 * 。

アラートの編集ダイアログボックスが表示され、選択したアラートを編集できます。

• * 削除 *

選択したアラートを削除します。

• * 有効 *

選択したアラートを有効にして通知を送信します。

• * 無効 *

通知の送信を一時的に停止する場合に、選択したアラートを無効にします。

• * テスト *

選択したアラートをテストして、アラートの追加後または編集後にその設定を検証します。

リストビュー

リストビューには、作成されたアラートに関する情報が表形式で表示されます。列のフィルタを使用して、表
示するデータをカスタマイズできます。アラートを選択して、そのアラートに関する詳細を詳細領域に表示す
ることもできます。

• * ステータス *

アラートが有効になっているかどうかを示します（ ）または無効（ ）。
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• * 警告 *

アラートの名前が表示されます。

• * 概要 *

アラートの概要が表示されます。

• * 通知方法 *

アラートに対して選択された通知方式が表示されます。E メールまたは SNMP トラップを使用してユー
ザに通知できます。

• * 通知頻度 *

イベントが確認または解決されるか、廃止状態に設定されるまでの間、管理サーバが通知を送信する頻度
（分）を示します。

詳細領域

詳細領域には、選択したアラートに関する詳細情報が表示されます。

• * アラート名 *

アラートの名前が表示されます。

• * Alert 概要 *

アラートの概要が表示されます。

• * イベント *

アラートをトリガーするイベントが表示されます。

• * リソース *

アラートをトリガーするリソースが表示されます。

• * が含まれます

アラートをトリガーするリソースのグループが表示されます。

• * 除外 *

アラートをトリガーしないリソースのグループが表示されます。

• * 通知方法 *

アラートの通知方式が表示されます。

• * 通知頻度 *
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イベントが確認または解決されるか、廃止状態に設定されるまでの間、管理サーバがアラート通知を送信
する頻度が表示されます。

• * スクリプト名 *

選択したアラートに関連付けられているスクリプトの名前が表示されます。このスクリプトはアラートが
生成されたときに実行されます。

• * 電子メール受信者 *

アラート通知を受信するユーザの E メールアドレスが表示されます。

Add Alert ダイアログボックス

アラートを作成すると、特定のイベントが生成されたときに通知されるため、問題にす
ばやく対処し、環境への影響を最小限に抑えることができます。アラートは、単一のリ
ソース、一連のリソース、および特定の重大度タイプのイベントについて作成すること
ができます。アラートの通知方式と通知頻度を指定することもできます。

OnCommand 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

名前

この領域では、アラートの名前と概要を指定できます。

• * アラート名 *

アラート名を指定できます。

• * Alert 概要 *

アラートの概要を指定できます。

リソース

この領域では、アラートをトリガーする対象のリソースを個別に選択したり、動的ルールに基づいてリソース
をグループ化したりできます。a_dynamic rule_ は、指定したテキスト文字列に基づいてフィルタリングされ
るリソースのセットです。ドロップダウンリストからリソースタイプを選択してリソースを検索するか、正確
なリソース名を指定して特定のリソースを表示できます。

いずれかのストレージオブジェクトの詳細ページからアラートを作成する場合は、ストレージオブジェクトが
自動的にアラートに含まれます。

• * インクルード *

アラートをトリガーする対象に含めるリソースを指定できます。テキスト文字列を指定すると、その文字
列に一致するリソースをグループ化し、そのグループをアラートの対象として選択できます。たとえ
ば、「abc」という文字列が名前に含まれるすべてのボリュームをグループ化できます。

• * 除外 *
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アラートをトリガーする対象から除外するリソースを指定できます。たとえば、「 xyz 」という文字列
が名前に含まれるすべてのボリュームを除外することができます。

[除外]タブは’特定のリソースタイプのすべてのリソースを選択した場合にのみ表示されますたとえば' [All

Volumes] または [All Volumes whose name contains 'xyz']。

あるリソースが対象に含めるルールと除外するルールの両方に該当する場合は、除外するルールが優先さ
れ、イベントについてはアラートが生成されません。

イベント

この領域では、アラートを作成するイベントを選択できます。アラートは特定の重大度のイベントに対して作
成するか、一連のイベントについて作成することができます。

複数のイベントを選択するには、 Ctrl キーを押しながら選択します。

• * イベントの重大度 *

重大度タイプに基づいてイベントを選択できます。タイプは、「重大」、「エラー」、「警告」のいずれ
かになります。

• * イベント名に * が含まれています

名前に指定した文字を含むイベントを選択できます。

アクション

この領域では、アラートがトリガーされたときに通知するユーザを指定できます。通知方式と通知頻度を指定
することもできます。

• * これらのユーザーに警告 *

通知を受信するユーザの E メールアドレスまたはユーザ名を指定できます。

ユーザに対して指定されている E メールアドレスを変更し、アラートを再び開いて編集しようとすると、
変更した E メールアドレスが以前に選択したユーザにマッピングされていないため、名前フィールドは空
白になります。また、[Management/Users]ページで選択したユーザのEメールアドレスを変更しても、変
更後のEメールアドレスは更新されません。

• * 通知頻度 *

イベントが確認または解決されるか、廃止状態に設定されるまでの間、管理サーバが通知を送信する頻度
を指定できます。

次のいずれかの通知方式を選択できます。

◦ 1 回だけ通知します

◦ 指定した頻度で通知します

◦ 指定した期間内の指定した頻度で通知します

• * 問題 SNMP トラップ *
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このチェックボックスをオンにすると、グローバルに設定された SNMP ホストに SNMP トラップを送信
するかどうかを指定できます。

• * スクリプトの実行 *

アラートにカスタムスクリプトを追加できます。このスクリプトはアラートが生成されたときに実行され
ます。

コマンドボタン

• * 保存 *

アラートを作成してダイアログボックスを閉じます。

• * キャンセル *

変更内容を破棄してダイアログボックスを閉じます。

EditAlert タイアロクホツクス

関連付けられているリソース、イベント、スクリプト、通知オプションなど、アラート
のプロパティを編集することができます。

名前

この領域では、アラートの名前と概要を編集できます。

• * アラート名 *

アラート名を編集できます。

• * Alert 概要 *

アラートの概要を指定できます。

• * アラートの状態 *

アラートを有効または無効にできます。

リソース

この領域では、アラートをトリガーする対象のリソースを個別に選択したり、動的ルールに基づいてリソース
をグループ化したりできます。ドロップダウンリストからリソースタイプを選択してリソースを検索するか、
正確なリソース名を指定して特定のリソースを表示できます。

• * インクルード *

アラートをトリガーする対象に含めるリソースを指定できます。テキスト文字列を指定すると、その文字
列に一致するリソースをグループ化し、そのグループをアラートの対象として選択できます。たとえ
ば、「 vol0 」という文字列が名前に含まれるすべてのボリュームをグループ化することができます。
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• * 除外 *

アラートをトリガーする対象から除外するリソースを指定できます。たとえば、「 xyz 」という文字列が
名前に含まれるすべてのボリュームを除外することができます。

[除外]タブは’特定のリソースタイプのすべてのリソースを選択した場合にのみ表示されます
たとえば’次のように表示されます [All Volumes] または [All Volumes whose name contains

'xyz']。

イベント

この領域では、アラートをトリガーするイベントを選択できます。アラートは特定の重大度のイベントに対し
てトリガーするか、一連のイベントを指定してトリガーできます。

• * イベントの重大度 *

重大度タイプに基づいてイベントを選択できます。タイプは、「重大」、「エラー」、「警告」のいずれ
かになります。

• * イベント名に * が含まれています

名前に指定した文字を含むイベントを選択できます。

アクション

この領域では、通知方式と通知頻度を指定できます。

• * これらのユーザーに警告 *

通知を受け取る E メールアドレスまたはユーザ名を編集できます。新しい E メールアドレスまたはユー
ザ名を指定することもできます。

• * 通知頻度 *

イベントが確認または解決されるか、廃止状態に設定されるまでの間、管理サーバが通知を送信する頻度
を編集できます。

次のいずれかの通知方式を選択できます。

◦ 1 回だけ通知します

◦ 指定した頻度で通知します

◦ 指定した期間内の指定した頻度で通知します

• * 問題 SNMP トラップ *

グローバルに設定された SNMP ホストに SNMP トラップを送信するかどうかを指定できます。

• * スクリプトの実行 *

アラートにスクリプトを関連付けることができます。このスクリプトはアラートが生成されたときに実行
されます。
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コマンドボタン

• * 保存 *

変更内容を保存してダイアログボックスを閉じます。

• * キャンセル *

変更内容を破棄してダイアログボックスを閉じます。
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